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平成２２年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２２年３月８日）第１号
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◎議事日程

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２２年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２２年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２２年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２２年度三沢市老

人保健特別会計予算

第10 議案第６号 平成２２年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第11 議案第７号 平成２２年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第12 議案第８号 平成２２年度三沢市介

護保険特別会計予算

第13 議案第９号 平成２２年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第14 議案第10号 平成２２年度三沢市水

道事業会計予算

第15 議案第11号 平成２２年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第16 議案第12号 平成２１年度三沢市一

般会計補正予算（第６号）

第17 議案第13号 平成２１年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第３号）

第18 議案第14号 平成２１年度三沢市老

人保健特別会計補正予算（第２

号）

第19 議案第15号 平成２１年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第
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第20 議案第16号 平成２１年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第21 議案第17号 平成２１年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第22 議案第18号 三沢市職員定数条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第23 議案第19号 三沢市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例等の一

部を改正する条例の制定につい

て

第24 議案第20号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改
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第25 議案第21号 三沢市手数料条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第26 議案第22号 三沢市団体活動セン

ター設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第27 議案第23号 三沢市コミュニティ集

会施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例の制

定について
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第28 議案第24号 三沢市ふれあい館条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第29 議案第25号 三沢市火災予防条例の
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第30 議案第26号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市新森地
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圏協議会の廃止について

第32 議案第28号 小川原湖広域水道企業

団の解散について
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団の解散に伴う財産処分につい

て
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事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第35 議案第31号 市道の路線の廃止につ

いて

第36 議案第32号 市道の路線の認定につ
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─────────────────

第37 提案理由の説明
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間、休暇等に関する条例等の一
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第24 議案第20号 三沢市特別職の職員の
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教育委員会教育長の給与、勤務
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─────────────────

第41 特別委員会委員の選任

─────────────────

（２０名）◎出席議員

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １７番 山 本 弥 一 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

９番 附 田 一 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１５番 小比類巻 雅 彦 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

（０名）◎欠席議員
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（２７名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 澤 口 正 義 君
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健康福祉部長 米 田 光一郎 君

経 済 部 長 桑 嶋 豊 士 君
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建 設 部 長 吉 田 幸 男 君

上下水道部長 月 館 孝 君

政 策 推 進 監 野々宮 忠 良 君

政策財政部参事
佐々木 卓 也 君

兼政策調整課長

政策財政部参事
鳥谷部 斉 君

兼 財 政 課 長

総 務 部 参 事
今 村 哲 也 君

兼 秘 書 課 長

健康福祉部参事
尾 形 豊 君
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総 務 課 長 繋 範 雄 君
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農政水産課長 中野渡 進 君

アメリカ村推進課長 中 村 均 君

下 水 道 課 長 小 泉 眞 章 君

水道事業課長 小 泉 博 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局参事
小笠原 雅 義 君

兼 管 理 課 長

消 防 長 糸 井 健 二 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 次 長 中 村 健 一 君

監 査 委 員 佐 治 孝 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君

主 査 織 笠 信 吾 君

主 事 鳴 海 拓 君

─────────────────

◎会議録署名議員

３番 奥 本 菜保巳 君

１９番 小比類巻 種 松 君

─────────────────

別 紙

◎予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１４番 委 員 長 小比類巻 正 規

８番 副委員長 太 田 博 之

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

３番 委 員 奥 本 菜保巳

４番 委 員 加 澤 明

５番 委 員 鈴 木 重 正

６番 委 員 藤 田 光 彦

７番 委 員 天 間 勝 則

９番 委 員 附 田 一

１０番 委 員 堀 光 雄

１１番 委 員 春 日 洋 子

１２番 委 員 野 坂 篤 司

１３番 委 員 西 村 盛 男

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

１８番 委 員 堤 喜一郎

１９番 委 員 小比類巻 種 松

２０番 委 員 森 三 郎

◎補正予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１２番 委 員 長 野 坂 篤 司

５番 副委員長 鈴 木 重 正

４番 委 長 加 澤 明

６番 委 員 藤 田 光 彦

７番 委 員 天 間 勝 則

１１番 委 員 春 日 洋 子

１４番 委 員 小比類巻 正 規

１８番 委 員 堤 喜一郎

２０番 委 員 森 三 郎

◎条例等審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１０番 委 員 長 堀 光 雄

２番 副委員長 瀬 崎 雅 弘

３番 委 員 奥 本 菜保巳

８番 委 員 太 田 博 之

９番 委 員 附 田 一

１３番 委 員 西 村 盛 男

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

１９番 委 員 小比類巻 種 松
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午前１０時０３分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数に○議長（馬場騎一君）

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る２月２５日告示招集されま

した平成２２年三沢市議会第１回定例会を開

会いたします。

─────────────────

◎教育長就任あいさつ

会議に入る前に、新○議長（馬場騎一君）

しく教育長に就任されました吉田健氏より、

特に発言の申し出がありますので、この際、

発言を許します。

議長のお許しをい○教育長（吉田 健君）

ただきまして、一言ごあいさつを申し上げま

す。

昨年１２月１６日、平成２１年三沢市議会

第４回定例会におきまして、市議会議員の皆

様の御高配により御同意を賜り、そして、同

年１２月２１日に市長より教育委員の任命を

いただき、同日、臨時教育委員会におきまし

て、教育長職務の任命を受けました吉田健で

ございます。

この場をおかりし、職務の任命をいただき

ました市長並びに御同意を賜りました市議会

議員の皆様には衷心より厚く感謝申し上げま

す。

もとより浅学非才の私でありますが、市議

会議員の皆様の特段のお力添えをお願い申し

上げ、ふるさと三沢市において、地域がつく

る教育は人づくりを目指し、誠心誠意職務を

果たす所存でございます。

どうか今後とも一層の御指導、御支援を賜

りますよう切にお願い申し上げ、就任のあい

さつといたします。よろしくお願い申し上げ

ます。

─────────────────

それでは、本日の会○議長（馬場騎一君）

議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会議録署○議長（馬場騎一君）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、３番奥本菜保巳議員、

１９番小比類巻種松議員の両氏を指名しま

す。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

日程第３ 会期の決○議長（馬場騎一君）

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から３月１８日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、会期は、本日から３月１８日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

日程第４ 諸報告○議長（馬場騎一君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第 １号から

日程第３６ 議案第３２号まで

日程第５ 議案第１○議長（馬場騎一君）

号から日程第３６ 議案第３２号までの全議

案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第３７ 提案理由の説明

日程第３７ 提案理○議長（馬場騎一君）

由の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

まず、先ほどの議場講話、スティルウェル

司令官の講話が、議長をはじめ皆様方の御尽

力によりまして実現され、大変友好的に終了
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いたしましたこと、まず光栄に存じます。あ

りがとうございます。

さて、本日ここに、平成２２年三沢市議会

第１回定例会が開催され、平成２２年度当初

予算をはじめ、各議案の御審議をお願いする

に当たり、私の市政運営に関する基本姿勢と

その所信を明らかにし、議員各位の御理解と

御協力をお願い申し上げますとともに、提出

いたしました議案の概要を御説明申し上げ、

御審議の参考にしていただきたいと存じま

す。

まずはじめに、議長のお許しをいただきま

して、先般発生いたしましたチリ大地震にお

いて、また、去る１月１２日ハイチを襲った

大地震において、甚大なる被害をこうむり、

多くのとうとい命が失われましたことに対し

まして、心から哀悼の意を表するものであり

ます。

いまだ現地の混乱が続く中、復興の緒につ

いたばかりであると報じられておりますが、

まことに痛ましい限りであり、罹災された

方々には一日も早い復興を心からお祈り申し

上げる次第であります。

市では、民生部生活環境課に救援金の窓口

を設け、日本赤十字社を通じまして、多くの

市民の皆さんからいただきました温かい御厚

意をお届けしたいと、このように考えている

ところであります。

しかしながら、自然災害に端を発するとは

申せ、報道によりますと、内戦やクーデター

などの政情不安が相次いだハイチの場合に

は、住居のみならずインフラの被害が最も大

きかったと伝えられておりまして、大統領府

の建物のほか、首都の公共施設の大部分が崩

壊するなど、国民生活をないがしろにしたが

ために、結局このような大災害に遭遇し、な

お弱者である国民を苦しめているとのことで

あります。

一方、本年１月１７日は、あの忘れもしな

い未曾有の災害に見舞われた阪神・淡路大震

災から数え、はや１５年がたちました。とう

とい命を失い、また、大事な財産を一瞬にし

て失った多くの方々がおりました。しかし、

その現実にくじけることなく、罹災者の方々

は力を合わせ、地域とともにたくましい復興

を遂げ、今日に至っているのであります。

さて、昨年、我が国は政権の交代という歴

史的な転換期を迎えましたが、経済面におい

ては、景気は持ち直してきているとはいうも

のの、いまだ高い失業率や所得の減少など、

依然として情勢は厳しく、先行きについて

も、雇用環境の一層の悪化や円高デフレによ

る景気抑制圧力の拡大、長期金利の上昇など

の懸念材料が存在するなど、地方自治を取り

巻く環境も大変厳しい状況となっており、都

市間における格差も是正しておらず、税収の

確保もまた一段と厳しさを増すことが予想さ

れております。

私は一昨年「人とまち みんなで創る 国

際文化都市」を基本理念とする三沢市総合振

興計画をスタートさせたわけでありますが、

市民一人一人の個人の尊重と住民自治を基調

に、それぞれが持つ豊かで多様な知識と経験

を生かしたまちづくりを推進することで、真

にぬくもりのある地域社会を築くとともに、

今後どのような困難があろうとも、それを乗

り越えていくことができるような地域の強い

きずなや、あるいは連帯がある三沢市を築い

ていきたいと、このように考えております。

そして、市民が主体となった「みんなで創

る」にぎわいのある三沢市、そしてまた、豊

かな自然に恵まれた郷土の風景を大切にし、

心豊かで国際性に富んだ人材を育てるまちづ

くり、三沢市に愛着と誇りを持って次代へ引

き継いでいける、まさに持続可能なまちづく

りを目指して、市民とともに歩む市民本位の

まちづくりに全力を挙げて取り組んでまいり

たいと考えております。

どうか議員各位並びに市民の皆様におかれ

ましては、時代の大きな荒波を乗り越えるべ

く、確固たる地方自治の確立と市民の皆様の

幸せのために、一層の御理解と御協力を賜り

ますように心からお願いするものでありま

す。



― 7 ―

それでは、議案第１号平成２２年度三沢市

一般会計予算について、その概要を御説明申

し上げます。

さきに申し上げましたとおり、国は、政権

交代を経まして誕生したこの新政権におい

て、右肩上がりの経済成長のもとでの旧来型

の資源配分や行政手法を転換し、経済社会の

構造や重視すべき価値を変え、国民生活に安

心と活力をもたらす第一歩として、人間のた

めの経済を目指し、国民の生活を守り、国民

の暮らしの豊かさに力点を置いた経済社会に

転換して取り組むといたしております。

一方、当市の財政状況は、歳入において

は、市税や地方交付税を含む一般財源全体と

しては、先々の見通しが極めて不透明となっ

ていることなどから、依然として厳しい財政

環境に置かれているところであります。

このような中、平成２２年度の予算編成に

当たりましては、目的及び成果志向による新

しい行政経営に基づき、事務事業評価の結果

を的確に予算編成に反映し、行財政改革との

一体的な取り組みによりまして、三沢市総合

振興計画のまちづくりの基本方針に基づく施

策を加速させるとともに、将来世代への持続

可能な財政構造を確立するための予算編成を

基本方針として、基本理念であります「人と

まち みんなで創る 国際文化都市」実現の

ために、「健康で助け合うまちづくり」「環

境と共生し安心できるまちづくり」「豊かな

心と体を育むまちづくり」「働き暮らせるま

ちづくり」「生活に便利なまちづくり」、そ

して「健全で開かれたまちづくり」の六つの

都市像の実現を目指し、市勢発展上重要な施

策及び事業を推進するための予算編成をした

ところであります。

また、国においては、政権交代後初の予算

編成に当たり、「いのちを守る予算」の確保

を目指し、いわゆる「コンクリートから人

へ」の基本理念のもとに、公共事業関係費を

３２年ぶりに削減し、子育て支援、雇用対

策、医療、介護、環境、科学技術などの施策

に対し予算配分の重点化を行い、一般会計予

算案は前年度当初予算に比べ４.２％増の９

２兆２,９９２億円となったとのことから、

当市における予算規模は、補助事業について

も国・県に対する応分の概算要求額を計上し

たほか、単独事業についても、市民生活や景

気対策などを考慮しながら、事業の選択と集

中及び行政改革による歳出の厳しい見直しに

より、市勢発展に不可欠な事業予算の確保を

図り、活力ある産業の育成のため必要な投資

的経費の確保及び住民福祉の向上に最大の努

力をいたしました。

その結果、平成２２年度三沢市一般会計当

初予算は、歳入歳出とも１８３億２,３００

万円となり、前年度当初予算と比較いたしま

すと６００万円、０.０３％増の抑制基調の

継続予算となったところであります。

それでは、平成２２年度における主要施策

に対する予算措置の主なものについて御説明

を申し上げます。

まず第１に、「健康で助け合うまちづく

り」についてであります。

核家族化が進み、少子高齢化社会となって

いる今日、高齢者や身体に障害がある方な

ど、生き生きと社会参加ができ、それを地域

社会が支え合い、そして安心して子供を生み

育てることができる、このような国の「いの

ちを守る予算」への重点配分を受けて、本年

も自立支援給付扶助費や妊婦委託健康診査の

無料診査を引き続き継続するとともに、単独

事業としても、発達障害児支援事業や、米の

地産地消も兼ねた１８歳以下の子供さんが３

人いる御家庭を対象として支給するわんぱく

家族米支援事業を継続して行うことといたし

ております。

また、若い保護者が安心して就業できるよ

うに延長保育などのニーズにこたえるととも

に、児童の安全と健全な養育環境を確保する

ための児童館の指定管理料や、そしてまた、

児童数の増加に対処すべく三沢児童館増築事

業にも着手するとともに、子ども手当の新設

に対応するなど、児童保育事業や各種扶助費

等の所要の予算を措置いたしました。
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また、病気の予防対策を推進するため、来

年度、４０歳と５０歳に達する方々を対象に

生活習慣病予防検診等、いわゆるがん対策事

業を実施するなど、より質の高い保健医療

サービスを提供するために、地域医療と福祉

施設が連携した包括的な健康管理を推進する

とともに、救急医療対策事業として在宅当番

医制事業や健康増進対策事業などに引き続き

予算を措置いたしました。

第２に、「環境と共生し安心できるまちづ

くり」についてであります。

近年、地球環境問題に関する市民の皆様の

関心は御家庭内においても非常に高くなって

おりますが、市といたしましても、省資源・

省エネルギー、環境美化・保全などに積極的

に取り組んでまいるべく、引き続きふるさと

雇用再生特別交付金事業として資源リサイク

ル推進費、及び緊急雇用創出事業として環境

美化推進費を予算措置するとともに、三沢市

環境基本計画に基づき、市民の快適な生活環

境を守るためのじんかい処理費や焼却施設の

補修工事を行う清掃センター整備事業などに

引き続き所要の予算を措置いたしました。

また、災害応急対策として、県と県内市町

村を結ぶ県防災情報ネットワーク整備事業に

より、地震や津波などの緊急事態における市

民の生命・財産の安全確保を図るため、所要

の予算を措置いたしました。

第３に、「豊かな心と体を育むまちづく

り」についてであります。

あすの未来を担う子供たちが、国際社会の

一員として、心身ともに豊かに、そして個人

のさまざまな能力を最大限に発揮できるよう

に、学校、地域、家庭がその役割と責任を自

覚し、健全な子供たちの育成を図るためにも

教育環境の整備が大変重要であると考えてお

ります。

このため、教育委員会組織の充実化を図る

とともに、学習指導の体制を強化・推進する

ことにより、市内小中学校全体の学力の向上

を推進し、また、特別支援教育においても、

小中学校８校を対象に支援員を７名増員し、

２０名を配置することといたしました。

また、英語教育の推進のために、小学校に

はＡＥＴ、中学校にはＡＬＴを派遣する事業

に所要の予算を措置いたしました。

さらには、小中学校を通して豊かな人間形

成を図るため所要の予算を措置したほか、市

民の皆様や児童生徒がすぐれた芸術文化に触

れる文化活動事業やスポーツの振興等に、引

き続き所要の予算を措置いたしました。

また、第三中学校新築に向けまして、先

般、第三中学校及びおおぞら小学校の保護者

並びに地元町内会の皆様との懇談会を開催さ

せていただきましたが、今後とも皆様の御意

向等を十分に反映した事業とするべく、設計

業務委託料及び地質調査業務委託料などに所

要の予算を措置いたしました。

第４は、「働き暮らせるまちづくり」につ

いてであります。

市民生活の充実を図るためには、地域経済

を支える産業の振興と雇用の確保が最も重要

であると考えます。当市の基幹産業でありま

す農業、漁業はもとより、観光や新たな産業

創出への支援、地場産業の競争力強化など、

景気が長く低迷する中で、市経済の活路を切

り開いていく必要があります。

まず、農業及び漁業では、生産者団体との

連携によりまして、休耕田などの不耕作地の

利活用促進を図るため、県営北三沢地区経営

体育成基盤整備事業をはじめとする負担金及

び補助金事業等に所要の予算を措置するとと

もに、三沢漁港修築事業費負担金や学校給食

センターの機能をあわせ持った農産物加工施

設設置事業の用地費を盛り込むなど、引き続

き所要の予算を措置いたしました。

また、商工業では、経済・雇用の新規事業

として、市内業者に住宅の新築そして改修を

発注する市民の方へ補助を実施することで市

内業者への発注を促し、倒産防止、雇用の維

持を図るほか、中小企業の資金繰りを支援す

るため、金融機関の融資枠を確保するための

予算や、そしてまた企業誘致のための所要の

予算を措置いたしました。
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第５は、「生活に便利なまちづくり」につ

いてであります。

本年１１月に予定される新市立三沢病院開

院を機に、これまでの地域公共交通の見直し

を図り、新病院への交通手段の確保や利用し

やすい公共交通環境を整えるとともに、上下

水道の整備、ＣＡＴＶ用伝送路を活用したイ

ンターネットや地上デジタル放送の開始に向

けたケーブルテレビの整備など、便利で住み

よい都市基盤の整備を図るため、それぞれ所

要の予算を措置いたしました。

また、航空写真を活用した市役所内の各種

図面等のデータ整備、いわゆるＧＩＳを導入

し、これを共有して効率化を図ることにより

まして、多様な市民サービスの向上に努める

とともに、まちづくりの各種整備につきまし

ては、有効性の観点はもとより、経済効果が

十分発揮されるよう、優先度の高い事業を中

心に所要の予算を措置いたしました。

第６は、「健全で開かれたまちづくり」に

ついてであります。

市民が主体となった「みんなで創る」にぎ

わいのあるまちづくりは、地域の自治を担っ

ていただいている町内会をはじめ、ＮＰＯや

ボランティア活動など、各種コミュニティ運

動の強化と連携にあります。

このため、協働のまちづくり市民会議の開

催やＮＰＯ支援費、市連合町内会活動費補助

金などに引き続き所要の予算を措置いたしま

して、市民の皆様との綿密な連携による「健

全で開かれたまちづくり」を目指してまいり

たいと思います。

次に、歳入の主なものについて御説明を申

し上げます。

まず、市税につきましては、長期化する景

気の低迷等に伴う個人市民税及び法人市民税

の伸び悩みなどがあるものの、固定資産税の

家屋分の若干の増が見込まれることから、前

年度並みの０.２％の微増といたしました。

また、地方譲与税及び地方消費税交付金等

につきましては、国の地方財政計画等を勘案

して計上したところであります。

また、国有提供施設等所在市町村助成交付

金につきましては、前年度の交付実績により

前年度比０.９％の減。

地方交付税につきましては、地方財政計画

を勘案し、前年度比２.８％の増といたしま

した。

使用料及び手数料につきましては、有料放

送等利用料等により前年度比３.０％の増。

国庫支出金につきましては、子ども手当費

負担金や継続事業であります市道岡三沢・平

畑線外１事業の増額等により前年度比１５.

０％の増となり、県支出金につきましては、

電源立地地域対策交付金や来年度実施されま

す国勢調査委託金等の増額によりまして、前

年度と比較しまして９.６％の増といたして

おります。

繰入金につきましては、基金の取り崩しに

頼らない予算編成に取り組みまして、当初予

算の段階で減債基金繰入金等を計上しなかっ

たことなどから、前年度に比べまして９１.

７％の減といたしました。

諸収入につきましては、給食日数の増に伴

う学校給食費負担金の増額等により、前年度

比１.２％の増といたしております。

また、市債につきましては、事業債等の抑

制と借換債の減額によりまして前年度比２

４.３％の減となったところであります。

以上が、平成２２年度三沢市一般会計予算

の概要であります。

次に、議案第２号から議案第１１号まで

は、平成２２年度各特別会計等の予算であり

ます。内容等につきましては、御審議の際に

詳細に御説明申し上げます。

次に、議案第１２号は、平成２１年度三沢

市一般会計補正予算（第６号）についてであ

りますが、国庫補助金等の決定通知等に基づ

く地域活性化・公共投資臨時交付金、地域活

性化・きめ細かな臨時交付金事業等の予算措

置及びその他の事業費の調整並びに緊要な一

般行政費の補正であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに

４,３１０万円の減額補正で、既定額との累
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計では１９３億２,５１０万円となり、前年

度最終予算額との比較では１２億８,１１９

万２,０００円、６.２％の減となったところ

であります。

次に、議案第１３号から議案第１７号まで

は、平成２１年度各特別会計等の補正予算で

あります。内容については、御審議の際に詳

細に御説明申し上げます。

次に、議案第１８号から議案第２５号まで

は、行政運営上必要な条例の一部を改正する

条例の制定についてであります。

次に、議案第２６号は、新森地区コミュニ

ティ集会施設の指定管理者を指定するため、

提案するものであります。

議案第２７号は、上十三地域広域市町村圏

協議会の廃止について協議するため、提案す

るものであります。

議案第２８号は、小川原湖広域水道企業団

の解散について協議するため、提案するもの

であります。同じく、議案第２９号は、その

財産の処分について協議するため、提案する

ものであります。

議案第３０号は、青森県新産業都市建設事

業団に委託すべき事業に関する計画の一部変

更であります。

議案第３１号及び議案第３２号は、市道路

線の廃止及び認定についてであります。

以上、平成２２年度における市政運営に対

する所信の一端を申し上げますとともに、提

案いたしました議案の主なものについて、そ

の概要を御説明申し上げましたが、議事の進

行に伴い、本職及び関係部長等から詳細に御

説明申し上げたいと存じますので、何とぞよ

ろしくお願いを申し上げます。

以上であります。ありがとうございまし

た。

─────────────────

◎日程第３８ 議案の説明

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第３項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第３９ 総括質疑

日程第３９ 一括上○議長（馬場騎一君）

程しました全議案に対して総括質疑を行いま

すが、通告がありませんので、総括質疑を終

結します。

─────────────────

◎日程第４０ 特別委員会の設置及

び議案の付託

日程第４０ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、１８名をもって構成する予算

審査特別委員会、９名をもって構成する補正

予算審査特別委員会、９名をもって構成する

条例等審査特別委員会をそれぞれ設置し、こ

れに付託の上、慎重に行いたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、予算審査特別委員会、定数１８

名、補正予算審査特別委員会、定数９名、条

例等審査特別委員会、定数９名の３特別委員

会を設置し、これに付託することに決しまし

た。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第１号から

議案第１１号までの１１件を、補正予算審査

特別委員会には、議案第１２号から議案第１

７号までの６件を、条例等審査特別委員会に

は、議案第１８号から議案第３２号までの１

５件を、それぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第４１ 特別委員会委員の選

任
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日程第４１ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで御報告願います。

ただいま設置されました各特別委員会の組

織会は、はじめに予算審査特別委員会を大会

議室において開催し、引き続き補正予算審査

特別委員会を大会議室、条例等審査特別委員

会を第２会議室においてそれぞれ願います。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明日９日及び１０日は、議案熟考の

ため、本会議は休会となります。

次回本会議は１１日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時５５分 散会


